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4-1 鎌倉市‘地域経営型 PPP’

検討調査(概要・別冊資料) 
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【先
－
４
】 
鎌
倉
市
‘地
域
経
営
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
’
検
討
調
査

 
 

（対
象
箇
所
：神
奈
川
県
鎌
倉
市
） 

【
実
施
主
体
】
鎌
倉
市

 

目
的

 
 

 
鎌
倉
市
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
を
支
え
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
等

の
老
朽
化
対
策
や
、
大
地
震
等
の
備
え
と
し
て
求
め
ら
れ
る
防
災
減
災
対
策
を
は
じ
め
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
一
方
で
、
財
政
状
況
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
課
題

解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
鎌
倉
市
の
特
性
か
ら
、
行
政
主
導
に
よ
り
行
う
公
共
的
整
備
に
加
え
、
歴
史

的
風
土
と
の
融
合
を
図
り
、
鎌
倉
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
付
加
価
値
的
整
備
が
重
要
と
な
る
。

 
 

 
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
調
査
で
は
、
そ
の
課
題
抽
出
か
ら
改
修
等
手
法
の
選
定
、
資
金
調
達

及
び
実
施
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
可
視
化
し
、
市
民
・観
光
客
等
の
主
体
的
参
画
を
得
る
枠

組
み
、
方
法
論
を
、
地
域
経
営
型

P
P

P
と
し
て
明
確
化
す
る
。

 
 

•
市
民
恊
働
の
充
実
、
地
域
力
向
上
を
目
指
し
、
平
成

1
9
年
度
に
、
市
民
活
動

団
体
と
市
が
協
働
事
業
を
相
互
提
案
し
、
実
施
す
る
仕
組
み
を
設
け
た
。

•
平
成

2
3
年
度
に
「
公
共
施
設
白
書
」
、
平
成

2
5
年
度
に
「
鎌
倉
市
公
共
施
設

再
編
計
画
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

1
.
本
調
査
の
背
景
と
目
的

2
.
地
域
経
営
型

P
P

P
の
制
度
設
計

課
題
解
決
フ
ロ
ー
／
課
題
抽
出
手
法
／
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
候
補
化
対
象
課
題
の
認
定
手
法
／
「課
題
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

案
」の
提
示
手
法
／
寄
付
金
収
納
等
の
仕
組
み
／
寄
付
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び

伝
達
手
法
／

V
FM
の
検
証
／
運
営
主
体
／
既
存
事
業
と
の
関
係
明
確
化
／
新
た
な
寄
付
手
法
に
つ
い
て
の
検
討

3
.
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
概
要

4
. 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
～
市
民
等
と
の
議
論

5
.
総
括

①
 

平
成

2
5
年
度

 

目
次

 

こ
れ
ま
で
の
経
緯

 

施
設
の
概
要

 

【
地
域
経
営
型

P
P

P
の
プ
ロ
セ
ス
の
検
討
】
 

・
避
難
路
と
し
て
の
階
段
と
手
す
り

 

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
】
 

・
市
道
の
無
電
柱
化

 

【
V

F
M
の
試
算
】
 

・
公
衆
ト
イ
レ
と
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
ベ
ン
チ

 

問
題
化
プ
ロ
セ
ス

 
「
課
題
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
」
の
提
示
の
プ
ロ
セ
ス

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
候
補
化
対
象
課
題
の
認
定
プ
ロ
セ
ス

 

様
々
な
問
題

 

課 題 の 整 理

課
題
Ａ

 

課
題
Ｂ

 

課
題
Ｃ

 

課
題
Ａ

 

課
題
Ｂ

 

課
題
Ｃ

 

改 善 手 法 の 提 案
 

選
択

 
（
投
票
・
寄
付
・参
加
）

 

実 行

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
候
補
化
対
象
課
題

 
問
題
、
課
題

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
候
補

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

問
題
化
か
ら
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
択
お
よ
び
実
行
ま
で
を
＜
一
貫
し
た
官
民
連
携
＞
※
で
推
進
す
る
地
域
経
営
型

P
P

P
 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
、
投
稿
の
受
け
口
の
多
様
化
・
投

稿
さ
れ
た
情
報
の
共
有
化

 

問
題
の
選
別
・
統
合
過
程
に
お
け
る
官
民

の
知
恵
を
結
集
し
た
検
討
過
程
を
常
に
可

視
化
し
て
い
く
仕
組
み

 

課
題
（
解
決
策
を
含
む
）
を
分
か
り
や
す
く
訴
求
・
寄
付
、
専
門
的
ス

キ
ル
（
事
業
者
等
）
、
非
専
門
的
ス
キ
ル
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
の
獲

得
・
中
長
期
的
に
は
多
様
な
寄
付
獲
得
手
法
を
実
現

 

行
政
を
は
じ
め
、
専
門
的
ス
キ
ル
を
活
用
し
た

改
善
手
法
の
検
討
・
最
適
な
改
善
策
の
策
定

と
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
の
積
算

 

①
地
域
経
営
型

P
P

P
の
全
体
像

選
択
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
（寄

付
金
収
納
・管

理
）
 

結
論

 

問
題
の
報
告

 

行
政
の
保
有
す
る

情
報
提
供

 
ノ
ウ
ハ
ウ

 
の
提
供

 

行
政

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

連 携
 

審
査
チ
ー
ム
で

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
候
補
を
選
定

 
ス
キ
ル
の
提
示

 
新
た
な
手
法
の
提
案

 

モ ニ タ リ ン グ  

・ オ ー ナ ー シ ッ プ の 向 上  

・ さ ら な る ま ち の 課 題 の 発 見  

民
の
役
割

 
官
の
役
割

 

行
政
も
参
加

 

※
(仮
称

)推
進
協
議
会
（
観
光
協
会
を
中
心
と
し
た
会
議
体
）に

よ
り
実
践

 

地
域
経
営
型

P
P

P
と
は
：
市
民
・
事
業
者
・
観
光
客
等
が
公
共
施
設
の
整
備
等
に
対
し
て
、
地
域
課
題
の
発
掘
（
問
題
化
プ
ロ
セ
ス
）
か
ら
実
行

 

（
選
択
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
）
に
至
る
ま
で
参
画
・
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
知
恵
や
技
術
、
資
金
を
活
用
す
る

 

官
民
連
携
の
仕
組
み
。
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事
業
化
に
向
け
た
今
後
の
展
望

 

【先
－
４
】 
鎌
倉
市
‘地
域
経
営
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
’
検
討
調
査

 
 

（対
象
箇
所
：神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
 

②
 

平
成

2
5
年
度

 

(1
)施
設
等
管
理
の
コ
ス
ト
低
減

 
   

   
と
満
足
度
向
上
の
両
立

 
幅
広
い
市
民
等
が
関
与
し
、
全
過
程
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
一
定
の
責
任
感
を
感
じ
る
こ
と
で
納
得
感
も
醸
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
特
に
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

(2
)ま
ち
づ
く
り
へ
新
た
な
市
民
・

 
 

 
事
業
者
・
観
光
客
層
を
呼
び

 
 

 
込
め
る

 

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
、
新
た
な
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
な
か
っ
た
層
へ
の
働
き
か
け
を
可
能
と
す
る
ほ

か
、
寄
付
手
法
の
活
性
化
が
誘
発
で
き
る
。

 

【
実
施
主
体
】
鎌
倉
市

 

結
論
（続
き
）

⑤
考
察

 
：
 
地
域
経
営
型

P
P

P
の
効
果

③
地
域
経
営
型

P
P

P
に
お
け
る

V
F
M
の
考
え
方

■
今
後
の
予
定

①
市
民
・
観
光
客
等
そ
れ
ぞ
れ
の
鎌
倉
に
対
す
る
想
い
を
結
集
し
、
鎌
倉
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
鎌
倉

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
の
創
設
と
、
こ
れ
と
の
連
動
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
制
度
設
計
・
調
整
（
市
民
、

N
P

O
、

市
内
の
商
業
者
、
観
光
業
者
、
行
政
等
に
よ
る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画

→
関
係
者
協
議
、
合
意
形
成
）

②
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
客
観
的
評
価
の
仕
組
み
の
確
立
（
近
隣
地
域
の
行

政
・
市
民
・
事
業
者
と
の
連
携
）

③
具
体
的
な
施
設
等
を
取
り
上
げ
、
課
題
を
明
確
化
、
資
金
等
獲
得
、
改
善
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
証

④
行
政
内
部
の
連
携
・
調
整
に
よ
る
関
与
プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化

⑤
地
域
経
営
型

P
P

P
を
推
進
す
る
組
織
の
設
立
。
寄
付
金
等
の
獲
得
、
管
理
、
活
用
、
報
告
の
実
施
な
ど
。

■
課
題

•
行
政
主
導
で
は
な
く
、
市
民
、
観
光
客
の
継
続
的
な
参
画
を
得
る
た
め
の

仕
掛
け
づ
く
り
。

•
施
設
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
合
意
形
成
、
市
民
相
互
連
携
等
を
低
コ
ス
ト
で
実
現

す
る
手
法
の
開
発
。

②
寄
付
金
等
の
収
納
・管
理
・活
用
の
仕
組
み

•
寄
付
金
は
民
間
組
織
（
（
仮
称
）
推
進
協
議
会
）
が
受
け
る
。

 
•
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
の
募
集
、
受
付
、
管
理
。

•
実
行
で
き
な
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
じ
ら
れ
た
寄
付
は
、
積
立
て
て
適
切
に
管
理
。

透 明 性 を 確 保 し た  

適 切 な 運 用 ・ 管 理

寄
付
金

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

A
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

B
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

C
 

（
仮
称
）推
進
協
議
会

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
に

分
別
管
理

 

定
め
ら
れ
た
資

金
使
途
の
範
囲

で
活
用

 積
立
て

 
目
標
額
に
達
し
な
い

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

目
標
額
に
達
し
た

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

地
域
経
営
型

P
P

P
の
特
徴
は
、
コ
ス
ト
低
減
の
み
な
ら
ず
、
問
題
の
発
生
自
体
を

抑
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
む
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
民
主
導
の

P
P

P
プ
ロ
セ

ス
を
構
築
・
運
用
す
る
。

 

④
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

地
域
課
題
の
発
掘
か
ら
実
行
ま
で
の
過
程
に
参
加
し
た
市
民
等

が
、
使
用
状
況
や
劣
化
な
ど
の
定
期
チ
ェ
ッ
ク
に
参
加
す
る
仕
組

み
を
設
け
、
市
民
等
に
「
自
ら
ま
ち
を
創
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
意

識
を
醸
成
。
こ
の
意
識
が
さ
ら
に
「
ま
ち
の
問
題
・
課
題
の
発
見
」

「
解
決
へ
の
プ
ロ
セ
ス
」
へ
の
参
画
へ
繋
が
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

と
し
て
こ
の
仕
組
み
を
支
え
て
い
く
。
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◆登録者件数推移
登録者

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 無回答 2012年度 328
一次募集 133 0 8 41 42 22 8 5 7 98 133 2013年度 53
平成25年 1月 28 0 1 14 8 4 1 0 0 24 161 計 381

2月 149 0 14 38 58 31 6 2 0 120 310
3月 18 1 2 2 9 4 0 0 0 12 328
4月 16 0 1 5 9 0 1 0 0 13 344
5月 5 0 0 2 2 1 0 0 0 5 349
6月 7 0 0 2 2 2 0 1 0 6 356
7月 6 0 1 2 0 3 0 0 0 6 362
8月 4 0 1 1 2 0 0 0 0 3 366
9月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 366

10月 3 0 1 0 2 0 0 0 0 3 369
11月 2 0 2 0 0 0 0 0 0 2 371
12月 4 0 1 0 1 2 0 0 0 2 375

平成26年 1月 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 376
2月 4 0 0 1 2 1 0 0 0 3 380
3月 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 381

381 1 32 109 138 70 16 8 7 298

◆「いいね！」数・アクティビティ数の推移
「いいね！」

数
ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

数
平成25年 開設 411

1月 714 660
2月 1546 601
3月 1967 949
4月 2462 932
5月 2742 682
6月 2968 672
7月 3184 702
8月 3334 600
9月 3454 622

10月 3584 509
11月 3716 504
12月 3775 438

平成26年 1月 3935 492
2月 4665 577
3月 4896 562

累計
登録者　年代　内訳

承認者登録者

0
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80

100

120
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160

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一次

募集

平成25年 平成26年

月別登録者数

133
161

310
328

344 349 356 362 366 366 369 371 375 376 380

381

0

50

100
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200
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300

350

400

450

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一次

募集

平成25年 平成26年

「かまくらさん」数

4665 4896

5000
｢いいね！｣数

949
932900

1000
アクティビティ数

◆投稿数・リーチ数 翌月15日にダウンロードする（休日の場合は翌営業日）

日数
月間

投稿件数
平均

投稿件数
平均

リーチ数
最高

リーチ数
最低

リーチ数
日数 投稿件数

平成25年 1月 4 65 16.3 614 1192 462 2012年度 63 1169
2月 28 469 16.8 718 3219 289 2013年度 365 2305
3月 31 635 20.5 1045 8519 413 計 428 3474
4月 30 364 12.1 1305 10428 468
5月 31 296 9.5 1176 4474 455
6月 30 224 7.5 1433 3852 586
7月 31 187 6.0 1640 9156 776
8月 31 193 6.2 1525 7088 775
9月 30 181 6.0 1254 7984 577

10月 31 152 4.9 1304 3792 495
11月 30 157 5.2 1200 4494 564
12月 31 158 5.1 1072 5176 511

平成26年 1月 31 127 4.1 1344 28608 561
2月 28 132 4.7 1409 9940 397
3月 31 134 4.3 1552 6204 705

428 3474 8.1
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・ページへの「いいね！」数

2014年3月10日現在 4,735件 141.98%
2013年9月2日現在 3,335件 168.86%
2013年3月31日現在 1,975件

・「いいね！」した人の属性

性別
男性 55.0% 105.0%
女性 45.0% 94.7%
男性 52.4% 93.9%
女性 47.5% 107.7%
男性 55.8%
女性 44.1%

居住地
国 市町村 全体比

1位 日本 4389人 1位 鎌倉市 1142人 40%
2位 台湾 167人 2位 東京都 816人

衆 横

2013年9月1日現在

2013年3月31日現在

2014年3月10日現在

2014年3月10日現在 2014年3月10日現在
3位 アメリカ合衆国 34人 3位 横浜市 471人
1位 日本 3147人 1位 東京都 1010人
2位 台湾 70人 2位 鎌倉市 638人 24%
3位 アメリカ合衆国 19人 3位 横浜市 343人
1位 日本 1906人 1位 東京都 727人
2位 台湾 14人 2位 鎌倉市 411人 22%
3位 アメリカ合衆国 11人 3位 横浜市 271人

2013年3月31現在 2013年3月31現在

2013年9月1日現在 2013年9月1日現在
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The Features of the Images Posted on ‘Kamakura-san’ 

- Attempts to Extract Local Resources through Local SNS - 

YOSHINAGA Kento, YAMAGA Kyoko, CHEONG Ilji 

 

Facebook「かまくらさん」に投稿された画像の特徴 

－地域ＳＮＳによる地域資源抽出の試み その１－ 

 

地域 SNS 地域資源 画像 

   

１．はじめに 

 近年、多くの地域が Twitterや Facebookなどの SNS（Social 

Networking Service）を利用した地域の情報発信を行っている。

その目的は、観光客を獲得することや地域住民の地域資源への

気づきを促すことなどである。 

 本研究では、地域住民が地域情報を発信している SNS のひと

つの事例として Facebookページ「かまくらさん」に着目する 1)。

管理しているのは鎌倉市で、鎌倉市民が公募により投稿者「か

まくらさん」となり、鎌倉市ならではの情報を画像とテキスト

により発信する。その画像は、寺社仏閣、花、飲食、海、風景

など様々なものが被写体となっている。これらの被写体は「か

まくらさん」が注目した一種の地域資源と言えるだろう。 

 本研究では Facebook「かまくらさん」を対象に、投稿された

画像の特徴を明らかにすることを目的とし、「かまくらさん」

から見た地域資源の抽出を試みる。 

２．Facebookと「かまくらさん」 

 Facebook とは SNS の一つであ

り、投稿者がコメントや画像を発

信できる。基本的な機能として、

投稿者の発信した投稿が表示され

る「ニュースフィード」、ホーム

ページのような役割で、ある特定

の情報を閲覧・投稿することので

きる「Facebookページ」がある。 

「かまくらさん」（図１）と

は、正式名称「1192人のかまくら

さんによる情報発信交流ページ」

である。管理運営は鎌倉市と民間企業の地域研究センターが担

当している。投稿者は公募により選ばれた鎌倉市民であり、こ

れがいわゆる「かまくらさん」にあたる。 

 鎌倉市は 2013年の世界遺産登録を目指し、SNSを活用して鎌

倉の魅力をＰＲし市民の機運を盛り上げようと「かまくらさん」

を開設した。目的は「かまくらさん」が鎌倉市の旬な情報を発

信し、その情報を多くの人が共有することで地域愛を深めるこ

とと、多くの鎌倉ファンの交流の機会の創出である。 

３．画像の収集 

〔方法〕 Facebook ページ「かまくらさん」のホーム画面か

ら「写真」を選択すると、今まで投稿された画像が最新投稿順

に表示される。ある画像を選択すると、その画像の詳細（投稿

日時、テキスト、投稿者、いいね！数、シェア数、コメント数）

を見ることができる。「撮影場所」が特定できる画像のみを収

集対象とする。都市・建築群・建築・オープンスペース・イン

テリアの他、動植物やオブジェ、山や海などの風景であっても

撮影場所が特定できるものは対象とする。飲食紹介や人、物品

が被写体となっているものは除外する。 

〔結果〕 収集対象時期は2013年2月1日～9月 30日、画像

付き投稿数は 2,462 件である。上記条件に基づく月別収集画像

数は【2月】218件【3月】306件【4月】208件【5月】159件

【6月】129件【7月】80件【8月】113件【9月】97件【合計】

1,310件であった。 

４．分析 ： 画像の特徴 

 ４－１．画像の特徴 

〔撮影場所〕 全体と

して「鶴岡八幡宮」が

80 件で最多となった。

次に 2 位は「七里ヶ

浜」の63件、また3位

は「円覚寺」「由比ヶ

浜」の59件であった。

次いで「由比ヶ浜」が

57 件、「稲村ヶ崎」が

54 件、「東慶寺」が 38

件、「若宮大路（段

葛）」が 32 件などとな

っており、上位である

場所は観光ガイドブッ

クなどに掲載されるこ

とが多い場所と重なっ

ている。8位以降は表1

に示す。 

〔地区〕 すべての撮影場所を住所をもとに５地区に分類した
2）。全体として「鎌倉」が779件で最多となった。鎌倉地区は面

積も広く、鶴岡八幡宮や由比ヶ浜などはこの地区にある。次い

で「大船」が286件、「腰越」が126件で3位、「深沢」が57件、

「玉縄」が41件となった。 

〔被写体〕 ここでは被写体を概観するために15項目に分けて

検討する。全体としては「花・樹木」の 389 件が最も多く全体
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合計 87 5 86 25 45 20 5 164 389 88 55 93 8 86 154 1310

表1：撮影場所上位30件 

表2：被写体の分類 

 

図1：かまくらさんホームページ 

順位 件数 撮影場所

1 80 鶴岡八幡宮

2 63 七里ガ浜

3 59 円覚寺

4 57 由比ヶ浜

5 54 稲村ヶ崎

6 38 東慶寺

7 32 若宮大路

8 26 西鎌倉

9 24 鎌倉駅

10 23 長谷寺

11 22 建長寺

11 22 材木座

13 21 明月院

14 19 高徳院

15 18 大巧寺

16 17 浄智寺

16 17 鎌倉宮

18 16 鎌倉中央公園

18 16 北鎌倉駅

18 16 本覚寺

21 15 鎌倉高校前

21 15 妙本寺

23 14 荏柄天神社

23 14 成就院

23 14 光明寺

23 14 龍寳寺

27 13 宝戒寺

28 12 海蔵寺

29 11 御霊神社

29 11 神奈川県立フラワーセンター大船植物園

29 11 大船観音寺
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の約 3 割を占める。撮影場所を説明的に撮影するのではなく、

季節感を伝える投稿が多く見られた。次に鳥居・仏像など「オ

ブジェ」の164件が2位、「その他」を除けば「その他自然」の

93件が3位となった。被写体の分類結果を表2に示す。 

〔被写体との距離〕 「被写体」との距離を「近景」「中景」

「遠景」の3項目に分けて概観する。全体では接写・近景が741

件と圧倒的に多かった。植物、オブジェを被写体とする写真は

接写が多かったことが理由として挙げられる。次いで「中景」

で、「遠景」は191件となり、富士山や江の島や海など自然が被

写体となっている写真が多かった。 

４－２．読者の反応 

 Facebook では自分が気に入った投稿に対して「いいね！」を

つけることができ、「いいね！」の数でその投稿の人気や良さ

をはかることができる。また鎌倉市民だけでなく、「かまくら

さん」の投稿を見ている読者すべてがこの機能を利用すること

ができる。「いいね！」数が最多だった投稿は、七里ヶ浜で見

られた「夜光虫で光る波」で 534 であった。続いて「飯島トン

ネルからの風景」が396で 2位であった。また、森戸神社(葉山

町)からの「江の島」が 366で 3位となった。特徴的だったのが

「飯島トンネルからの風景」が15位以内に2件ある点である。

他の地域ではあまり見ることができないトンネルからの海の風

景は「かまくらさん」ならではと言える。「いいね！」数の3位

までと14位についてのデータを表3に、画像を図2に示す。 

 

 

５．分析Ⅱ：既存媒体の画像との比較 

〔画像の収集〕 「かまくらさん」の画像分析をもとに地域資

源の抽出を試みるために、観光情報誌「るるぶ」に掲載されて

いる画像と比較を行う。対象は鎌倉についての記事が掲載され

ているページである。収集方法は「３．画像の収集」と同じで、

「撮影場所」が特定できるものとする。結果、収集した画像数

は撮影場所として58件、被写体として166件であった。 

〔撮影場所〕 観光ガイドブックの撮影場所と「かまくらさん」

の撮影場所上位では比較的一致していた。一方、「銭洗弁財天

宇賀福神社」はるるぶでは2ページ掲載であったが、「かまくら

さん」では 1 件しか収集できなかったという違いも見られた。

その他にも鎌倉駅や鎌倉宮などの「かまくらさん」ならではの

撮影場所、佐助稲荷神社などの「るるぶ」のみに掲載されてい

る場所も見られた。 

〔被写体〕 観光ガイドブック「るるぶ」では「建築群・単体

外観（寺社仏閣）」が 75件で全体の 45％を占める。続いて「オ

ブジェ」の 26 件で 16％、「寺社仏閣の参道・庭園」が 13 件で

7.8％を占める。それ以降では「建築単体内観（その他）」が 11

件で 6.6％、花・樹木が 10件で 6％などとなった。寺院正面外

観など説明的画像が多いことが特徴である。 

６．地域資源抽出の試み 

 ここでは「４．分析Ⅰ」「５．分析Ⅱ」の結果から地域資源

の抽出を試みる。地域資源の定義は一意ではなく、ここでは

「かまくらさん」の撮影場所の投稿数、「いいね！」数、そし

て「るるぶ」と「かまくらさん」の比較の 3 つの基準を設定し

地域資源の抽出を試みる。結果を表4に示す。 

 

７．最後に 

1）「かまくらさん」の画像において、「撮影場所」としては観

光地として有名な場所が選ばれており、その場所の代表的なも

のを撮影するのではなく、季節感の伝わる画像が多かった。 

2）観光ガイドブックの撮影場所と「かまくらさん」の撮影場

所上位は比較的一致していたが、相違も見られ、観光地として

有名な場所が「かまくらさん」で注目度が高いとは限らない。 

3）「かまくらさん」に投稿された画像の特徴と既存媒体の画像

との比較から地域資源抽出を試みた。その結果、観光地として

有名な場所も共通して多く選ばれたが、一方、飯島トンネルか

らの風景など「かまくらさん」ならではの地域資源を抽出する

ことができた。 
 

注１）「かまくらさん」Facebookページhttps://www.facebook.com/kamakurasan1192?fref=ts 

２）鎌倉市HP・町名一覧 http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/kids/jh/kjh241.html 

３）るるぶ情報版関東14 通巻4390号『るるぶ鎌倉’13～’14』 JTBパブリッシング 

謝辞 本研究の調査において、鎌倉市役所政策創造担当の方々に多大なるご協力をいただ

きました。末尾ながら、心より感謝を申し上げます。 

地域資源抽出の基準 地域資源 

「かまくらさん」撮影場所の

投稿数 

鶴岡八幡宮、七里ヶ浜、円覚寺、由比ガ浜、稲村ヶ崎、東慶寺、若

宮大路、西鎌倉、鎌倉駅、長谷寺、建長寺、材木座、明月院 など 

「かまくらさん」 

読者の反応数 

海岸からの夕日、海、飯島トンネル など 

「るるぶ」

と「かまく

らさん」の

比較 

共通 鶴岡八幡宮、七里ヶ浜、円覚寺、由比ガ浜、稲村ヶ崎、東慶寺、若

宮大路、長谷寺、建長寺、材木座、明月院 など 

「かまくら

さん」のみ 

西鎌倉、鎌倉駅、鎌倉高校前、北鎌倉駅、神奈川県立フラワーセン

ター大船植物園、海、飯島トンネル など 

順位 撮影日時 いいね！ 撮影場所
1 0703 534 七里ヶ浜
2 0710 396 飯島トンネル
3 0623 366 森戸神社

… … … …

14 0904 224 飯島トンネル

江の島

トンネルからの風景

…

被写体の詳細
夜光虫で光る波
トンネルからの海

表3：「いいね！」数上位データ 

図2：「いいね！」数上位の画像 

図3：地域資源の画像（一部） 

表4：地域資源抽出結果 

-130-



日時：2013年 10月６日(日) 
         13:00-17:15（受付12:30から） 

場所：鎌倉市役所本庁舎２階 議会全員協議会室 

人数：30名程度（先着順） 

内容：ワークショップ  

＜第一部＞ 

■私とかまくらさん 

 ・どんな投稿してますか？ 

＜第二部＞ 

■かまくらさんについての意見交換 

 ・気に入っていること 

 ・課題だと思っていること 

 ・やってみたいと思っていること 

懇談会：市長を囲んだ懇談会を予定しています。 
 

※ 当日は、市役所駐車場で「オクトーバーフェストkamakura」 

  が開催されています。懇談会後も、引き続き交流を楽しめるよ 

    うオクトーバーフェストとの連携を検討しておりますので、 

  ぜひ、オクトー バーフェストにも足をお運びください。 

 

 

【お申込み・お問合わせ】 

かまくらさん担当： 
鎌倉市政策創造担当 齋藤 
TEL：0467-23-3000（内線2792） 
Mail:souzo1@city.kamakura.kanagawa.jp 

× 皆さまのご参加をお待ちしています!!! 

会 場 案 内 図 

※ お車でのご来場はご遠慮ください。 

※ 当日は 守衛室脇・議会出入口 からお入りくだ     

    さい。 

※ 議会全員協議会室までは、案内板に沿ってお進み 

    ください。 

 日頃より、「1192人のかまくらさんによる情報交流ページ」にご協
力いただき、ありがとうございます。事務局一同、いつも皆さまの投
稿を楽しみにいています。 
 早いもので、本交流ページも開始から８か月が経過し、現在366名
のかまくらさんが投稿されています。そこで、かまくらさん相互の懇
親を図るため、交流会（オフラインミーティング）を下記の通り開催
いたします。顔を合わせ、親交を温める良い機会ですので、是非ご参
加いただきますようお願い申し上げます。 

申 込 

締 切  10月2日(水) 

入口 

本 庁 舎 

市 役 所 駐 車 場 
（ｵｸﾄｰﾊﾞｰﾌｪｽﾄ会場） 
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-134-



 

 

 

 
     

 
Hikaru  Inami http://www.facebook.com/hikaru.inami.5 

   
 

    
      

 
Harumi  Saito http://www.facebook.com/harumi.saito.31 

 

 

 

 
 

 
 

 
   

 
https://www.facebook.com/    
 
Kenji Hashiramoto 
http://www.facebook.com/kenji.hashiramoto.9 

 
  

  
 

  
    

HP   
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chi.html      Sayuri  Fuchigami 
https://www.facebook.com/sayuri.fuchigami 
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◎

は
重

複
意

見
気
に
入
っ
て
い
る
こ
と

課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

・
公

式
感

が
あ
る

◎
観

光
客

と
の

つ
な
が

り
は

？
・
二

次
利

用

・
い
つ
で
も
見
返
せ
る

◎
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ

<
Ｐ
Ｒ
的
>

・
投
稿
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い

◎
か
ま
く
ら
さ
ん
が
増
え
な
い

　
・
地
元
媒
体
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

・
投

稿
シ
ス
テ
ム
が

簡
単

◎
市

外
の

人
が

観
光

に
利

用
し
て
い
る
か

？
　
・
江

ノ
電

「
か

ま
く
ら
さ
ん
号

」

・
一

定
の

ル
ー
ル

が
守

ら
れ

て
い
る

　
　
　
ど
こ
か

で
紹

介
し
て
い
る
か

？
　
・
人

力
車

と
タ
イ
ア
ッ
プ

・
ま
ん
べ
ん
な
く
い
ろ
い
ろ
な
ト
ピ
ッ
ク
が
紹
介
さ
れ
る

◎
投
稿
者
の
固
定
化

　
・
駅
や
コ
ミ
セ
ン
に
写
真
飾
る

・
役
所
の
人
で
は
な
く
て
み
ん
な
で
作
っ
て
い
る
の
が
良
い

◎
書
籍
化
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
な
）
、
電
子
書
籍
化

　
・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
４
１
イ
ン
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）

・
Ｆ
Ｂ
で
反
応
し
や
す
い

・
編
集
の
自
由
度
（
修
正
な
ど
）

　
・
鎌
倉
駅
の
石
長
広
告
の
下
の
ス
ペ
ー
ス
を
も
ら
う

・
「
鎌

倉
」
と
い
う
共

通
点

が
あ
る

・
年

齢
層

を
広

げ
る
（
高

齢
者

、
学

生
な
ど
）

　
・
観
光
協
会
等
Ｗ
ｅ
ｂ
に
ト
ッ
プ
投
稿
を
載
せ
て
も
ら
う

・
市
長
が
個
人
の
投
稿
に
反
応
し
て
い
る

・
投
稿
数
の
評
価
？
見
え
る
化
？

　
・
ト
ッ
プ
記
事
を
地
元
メ
デ
ィ
ア
へ

・
地

域
の

思
い
出

の
記

録
・
記

憶
が

残
る
　

・
つ
な
が

り
を
作

る
こ
と

・
Ｆ
Ｂ
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
「
今

の
鎌

倉
の

情
報

」
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

・
メ
ン
バ

ー
が

増
え
た
時

の
投

稿
数

の
調

整
<
ま
ち
お
こ
し
、
イ
ベ
ン
ト
的

>

・
信

頼
感

が
あ
る

・
市

民
目

線
で
困

る
こ
と
を
投

稿
し
て
は

？
　
・
横

浜
ナ
ポ
リ
タ
ン
み

た
い
な
勢

い
の

あ
る
グ
ル

ー
プ
活

動

・
投

稿
シ
ス
テ
ム
ア
ル

バ
ム
を
作

れ
た
ら
良

い
　
・
ナ
ポ
リ
タ
ン
学

会
→

け
ん
ち
ん
汁

学
会

<
載

せ
る
側

>
・
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維

持
の

為
、
ど
ん
な
人

が
い
る
か

見
ら
れ

る
　
・
か

ま
く
ら
さ
ん
推

奨
（
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
→

ア
ン
ケ
ー
ト

◎
自
分
が
情
報
を
発
信
で
き
る

・
か
ま
く
ら
さ
ん
お
薦
め
品

　
・
地
元
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
（
過
去
の
投
稿
を
た
ど
る
）

・
自
分
に
と
っ
て
の
大
切
な
鎌
倉
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
で
発
信

　
・
か

ま
く
ら
さ
ん
に
よ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

・
そ
こ
に
行
か
な
い
と
見
ら
れ
な
い
も
の
を
共
有
し
て
も
ら
え
る

<
載
せ
る
側
>

　
・
女
性
目
線
で
の
イ
ベ
ン
ト

・
近

所
の

人
に
教

え
て
い
る
感

覚
◎

投
稿

に
悩

む
（
重

複
、
ク
オ
リ
テ
ィ
、
内

容
）

　
・
イ
ベ
ン
ト
の

参
加

募
集

（
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
誰
も
が
気
軽
に
風
景
を
載
せ
ら
れ
る

◎
デ
リ
ケ
ー
ト
な
情
報
の
線
引
き
が
難
し
い

・
す
き
間

時
間

に
発

信
で
き
る

・
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が

多
い

◎
書

籍
化

（
電

子
カ
レ
ン
ダ
ー
）

◎
地
域
の
問
題
が
身
近
に
な
っ
た
（
海
岸
の
ゴ
ミ
、
ま
ち
の
ご
み
等

）・
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
を
避

け
る
と
風

景
ば

か
り
に
な
る

・
写

真
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→

そ
の

共
有

・
拡

散
に
協

力
で
き
る

・
肖

像
権

と
か
が
気
に
な
っ
て
投
稿
で
き
な
い

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
本
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
で
も
）

・
投
稿
の
た
め
に
？
ま
ち
の
些
細
な
事
に
目
が
届
く
様
に
な
っ
た

・
Ｐ
Ｒ
と
旬
な
情
報
の
線
引
き
は
？

・
定
点
観
測

・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
る

・
ル
ー
ル
、
モ
ラ
ル
（
他
人
の
家
の
花
、
お
店
紹
介
等
）

・
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
す
る

・
自
然
発
生
的
に
市
内
の
美
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

・
管
理
の
立
場
と
し
て
は
個
人
の
感
想
取
締
り
難
し
い

・
か
ま
く
ら
さ
ん
ア
ー
カ
イ
ブ
Ｈ
Ｐ
上
に
作
る

・
Ｆ
Ｂ
で
＋
コ
メ
ン
ト
「
い
い
ね
」
が
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い

・
屋
外
に
出
る
時
話
題
探
し
に
な
っ
て
し
ま
う

・
過
去
の
投
稿
が
見
ら
れ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
が
欲
し
い

・
プ
ロ
フ
が
出
な
い
と
こ
ろ

・
情
報
の
濃
度
（
ど
の
程
度
の
情
報
な
ら
投
稿
し
て
良
い
か
？
）

・
か
ま
く
ら
さ
ん
の
月
間
ト
ッ
プ
を
リ
ー
チ

・
ふ

ん
わ

り
感

が
い
い

・
コ
メ
ン
ト
炎

上
は

少
し
心

配
・
昔

の
写

真
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

・
投
稿
者
の
ゆ
る
～
い
な
か
で
で
き
て
い
る

・
投
稿
で
つ
ま
づ
く
人
が
い
る

・
投
稿
場
所
の
位
置
情
報

・
鎌
倉
の
マ
ニ
ア
た
ち

・
写
真
が
き
れ
い
な
の
で
「
か
ま
く
ら
さ
ん
」
で
は
な
い
人
に
勝
手
に

・
エ
リ
ア
別
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
マ
ッ
プ

・
仲
間
が
増
え
る
か
も

　
使
わ
れ
て
し
ま
う

・
Ｆ
Ｂ
の
外
か
ら
の
検
索
シ
ス
テ
ム
（
地
図
か
ら
の
リ
ン
ク
な
ど
）

・
じ
わ
じ
わ
仲
間
意
識

・
「
い
い
ね
」
を
気
に
し
す
ぎ
る

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
高
い
投
稿

◎
連

帯
感

・
興

味
の

レ
ベ
ル

の
違

い
か

ら
入

り
に
く
さ
が

あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→

「
今

日
こ
れ

か
ら
見

に
き
ま
せ

ん
か

？
」

「
か

ま
く
ら
さ
ん
」
に
つ
い
て
の

意
見

交
換
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気
に
入
っ
て
い
る
こ
と

課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

<
見
る
側
>

◎
写
真
が
１
枚
し
か
投
稿
で
き
な
い

・
ふ
だ
ん
見
ら
れ
な
い
ウ
ラ
側
の
情
報
発
信
、
花
火
大
会
等

◎
鎌

倉
の

中
の

更
に
ロ
ー
カ
ル

な
情

報
を
知

る
こ
と
が

で
き
る

・
シ
ェ
ア
に
よ
る
投
稿
で
き
た
ら
よ
い
（
ル
ー
ル
必
要
）

・
赤
ち
ゃ
ん
情
報
投
稿
（
地
元
な
ら
で
は
）

◎
地

元
の

良
さ
を
再

発
見

！
　
　
　
　
　
　
・
授

乳
室

、
お
む
つ
換

情
報

、
ベ
ビ
ー
カ
ー
コ
ー
ス

・
ト
リ
ビ
ア
的
情
報

<
見
る
側
>

・
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
・
募
集
を
か
ま
く
ら
さ
ん
同
士
で

◎
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア
に
載
ら
な
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

◎
同
じ
情
報
ば
か
り

◎
定
期
的
な
オ
フ
会
（
ル
ー
ル
見
直
し
）

　
（
イ
ベ
ン
ト
、
お
店

、
展

示
場

等
）

◎
投

稿
に
載

せ
た
場

所
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
が
知
り
た
い

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
鎌
倉
ら
し
い
場
所
で
す
る

◎
イ
ベ
ン
ト
等

の
情

報
が

タ
イ
ム
リ
ー
に
入

手
で
き
る

・
地

図
上

に
写

真
、
テ
キ
ス
ト
等

の
情

報
が

載
る
と
良

い
・
交

流
会

（
カ
メ
ラ
撮

影
会

等
）
の

企
画

・
情
報
の
早
さ
＋
地
元
で
あ
る
こ
と

・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
っ
て
過
去
を
見
や
す
く
し
て
欲
し
い

・
「
投
稿
す
る
」
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→

今
か

ら
行

け
る
！

ロ
ー
カ
ル

な
ら
で
は

！
・
場

所
で
情
報
を
探
し
た
い
（
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
）

・
投
稿
者
情
報
の
共
有
（
地
域
別
で
も
）

・
教
科
書
に
は
出
て
い
な
い
歴
史
的
な
事
な
ど
学
べ
る
部
分
が

・
タ
グ
付
け
、
ジ
ャ
ン
ル
分
け

・
個
人
で
は
な
く
「
か
ま
く
ら
さ
ん
」
と
し
て
何
か
を
お
す
す
め
し
た
い

　
沢

山
あ
る

・
ち
ゃ
ん
と
し
た
場

所
が

知
り
た
い

・
写

真
を
複

数
投

稿
し
た
い

◎
季
節
の
情
報
や
旬
な
食
材
、
お
花
の
情
報
が
わ
か
る

・
可
能
な
限
り
個
人
情
報
が
知
り
た
い

・
生
活
感
を
も
っ
と
投
稿
し
た
方
が
よ
い

◎
鎌

倉
の

中
で
も
違

う
地

域
の

情
報

を
進

行
形

で
知

る
こ
と
が

で
き
・
も
う
少
し
地
元
目
線
に
な
っ
て
ほ
し
い

・
子
連
れ
で
も
楽
し
め
る
場
所
の
発
信

◎
自
分
が
知
ら
な
い
時
間
の
鎌
倉
が
わ
か
る

・
絵
に
な
る
よ
う
な
も
の
ば
か
り

・
英
語
で
の
投
稿

・
生

活
者

の
立

場
か

ら
知

っ
て
お
く
と
よ
い
情

報
が

沢
山

・
良

い
も
の

が
多

す
ぎ
て
、
シ
ン
ボ
ル

が
ほ

し
い

・
い
い
ね

！
ラ
ン
キ
ン
グ

◎
鎌
倉
の
四
季
を
感
じ
ら
れ
る

・
Ｆ
Ｂ
だ
と
時
系
列
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

・
か
ま
く
ら
さ
ん
認
定
証
→
割
引

・
写
真
が
き
れ
い
す
ぎ
る
、
も
っ
と
身
近
な
生
活
感
の
あ
る
も
の

・
空
き
家
活
用
（
か
ま
く
ら
さ
ん
の
家
）

・
か

ま
く
ら
さ
ん
の

個
性

が
光

る
・
外

部
向

け
を
意

識
し
す
ぎ
、
ロ
ー
カ
ル

な
情

報
が

ほ
し
い

・
有

名
人

に
よ
る
寄

稿

・
そ
の

人
の

「
鎌

倉
を
み

る
目

」
が

わ
か

る
・
我

田
引

水
・
子

供
た
ち
の

活
動

を
載

せ
た
い

・
知

っ
て
い
て
も
い
ろ
ん
な
見

方
が

あ
る

・
ア
ナ
ロ
グ
投

稿
が

あ
る
と
良

い
・
「
住

ん
で
い
る
」
以

外
の

接
点

を
つ
く
り
た
い

・
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
（
お
寺
、
歴
史
等
）
効
率
よ
く
見
ら
れ
る

・
地

元
が

好
き
な
人

が
い
る
こ
と
が

実
感

で
き
る

・
地
元
の
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
感
じ
ら
れ
る

・
個
人
的
な
意
見
な
と
こ
ろ

・
一

期
一

会
な
と
こ
ろ

　
　
　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
流

れ
て
き
て
、
出

会
わ

な
け
れ

ば
そ
の

ま
ま

　
　
　
流

れ
て
い
っ
て
し
ま
う
、
お
し
つ
け
な
い
感

じ

・
投
稿
者
の
鎌
倉
愛
が
感
じ
ら
れ
る

・
改

め
て
地

元
を
知

る
こ
と
が

で
き
る
、
愛

着
が

持
て
る

◎
写

真
が

美
し
い

・
写
真
の
ア
ン
グ
ル
や
勉
強
に
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
え
る

・
投
稿
者
の
写
真
が
上
手
い
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鎌政第 53 号 
平成 25 年５月 24 日 

 
鎌倉市内の事業者の皆さまへ 

 
鎌倉市政策創造担当 

 

「鎌倉ウェディング」 ご協力とアンケートのお願い 

 

 新緑の候、皆さまにおかれましては、ますますご清祥のことと存じます。 

昨年７月に本市若手職員の自主研修グループ（√１１９２（ルートいいくに））が企画した「鎌

倉ウェディング」が、ＮＰＯ法人全日本ブライダル協会主催の「第１回 ふるさとウェディン

グ・コンクール」において観光庁長官賞を受賞し、さまざまなメディアで紹介されました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

鎌倉ウェディングは、地域経済の活性化や都市イメージの向上など、多くの可能性や効果が

期待できることから、市ではこの事業化に向けて研究を進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

これをさらに具体化するため、このような鎌倉ウェディングの取組にご賛同いただき、商品

やサービスのノウハウなどをご提供いただける事業者の方を募集しています。つきましては、

別紙のアンケートにご回答いただき、鎌倉市政策創造担当あてにご返信をお願いします。今後、

アンケートの結果を参考に、①から④の内容をホームページで紹介したいと考えております。 

皆さまのご協力で、鎌倉の魅力をさらに高め、鎌倉ファンを増やしていきたいと考えていま

すので、ぜひご協力をお願いいたします。 

なお、アンケートは平成２５年６月７日（金）までにご回答いただければ、幸に存じます。 

 

 

 
 
 
事務局： 鎌倉市政策創造担当 大隅・齋藤 
TEL：0467-23-3000（内線 2792）、FAX：0467-23-8700（代表） 
Email：souzo@city.kamakura.kanagawa.jp 
 

ふるさとウェディングとは 

美しい景観、料理、伝統工芸など、地域の魅力を活かしながら多くの人たちの祝福を受け

つつ感動で満たされる市民参加型の挙式スタイルを言います。観光庁長官賞を受賞した「鎌

倉ウェディング」は、挙式・披露宴を建長寺（龍王殿・応供堂）で行い、披露宴の料理は鎌

倉地元野菜や湘南しらすを食材に、引き出物は、鎌倉オリジナルの引出物カタログ（鎌倉の

名産品等）を作成するなど、地域の魅力資源を積極的に活用しました。また、新郎新婦の移

動に人力車を使用することで、多くの市民・観光客に祝福していただくことができました。

詳しくは「第１回ふるさとウェディング・コンクール」のホームページをご覧ください。 

「鎌倉ウェディング」のイメージ  

①式 場：鎌倉市内の施設を使用 ②披露宴・料理：鎌倉市内の施設・食材を使用 

③引出物：鎌倉の特産品を使用  ④演出：地域で祝うことができる演出 

※①～④により鎌倉らしさが選択できるオリジナルな結婚式とする。 

※このアンケートは、市内の飲食店、食品・菓子製造業、美容業、貸衣装業、工芸品等製造

業、イベントプロデュース、デザイン・印刷業などの業種の方に広く配布しております。

特に、ウェディングと関連の少ない方は、回答の必要はありません。 

-141-



FAX番号 0467-23-8700 

送付先 事務局 鎌倉市政策創造担当 齋藤行 

 

事業所名 
 代表者氏名  

担当者氏名  

ご連絡先 (TEL)  (FAX)  

Email  

HP 有・無 URL： 

 

下記のアンケートにお答えください。 

 

問１ 市内で行う「鎌倉ウェディング」について関心がありますか？（○はひとつだけ） 

 

①関心がある  ②特に関心はない  ③わからない 

その理由（                                ） 
 

問２ 「鎌倉ウェディング」にご協力いただくことは可能ですか。（○はひとつだけ） 

 

①協力したい  ②条件が整えば協力したい  ③協力は難しい  ④わからない 

その理由（                                ） 
 

問３ 問２で①②を回答された方にお聞きします。 

具体的にご協力いただける内容について、ご回答ください（複数可）。 

 

①挙式・披露宴会場の提供  ②料理・食材  ③引出物・引菓子  ④衣装・美容   

⑤お花や写真などのサービス ⑥その他（具体的に：                         ） 
 
問４ 問３でお答えいただいた内容について、既に貴社で取り組まれていること、 

または、今後、ご協力いただけそうなことがあればお書きください。 

（差支えなければ、ご提供いただける商品の量や価格の目安についてお書きいただける

と助かります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
問５ その他に、ご提案・ご要望などがありましたらご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
問６ 「鎌倉ウェディング」についての説明をご希望になりますか。（チェックしてください） 

    □希望する  □希望しない 
 

 

 

        ご協力ありがとうございました。 

鎌倉市政策創造担当あてに FAX にて 
ご返信をお願いします 
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鎌倉ウェディング事業化検討
プロジェクト中間報告

鎌倉ウェディング事業化検討プロジェクトチーム

平成25年10月15日

１ 「鎌倉ウェディング」の目的

★シティプロモーションの推進★

カップルにとっての、「思い出のまち」、皆にとっての、「幸せを応
援するまち」、とすることで、「鎌倉」のさらなるイメージアップ、

「鎌倉ファン」の獲得につなげていく。

★地域産業の活性化★

ウェディングでは、会場、食材、引き出物等、さまざまな業種の
多様なサービスを扱うため、ウェディング周辺サービスの地産地
消を推奨することで地域産業の活性化につなげていく。
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２ 市が果たすべき役割

★「幸せを応援するまち 鎌倉」の認知度アップ★

「市が応援する、まちを挙げてのプロジェクト」とすることで、

カップルにとっての安心感、信頼感につながる。また、事業者に
とっても、同業他社だけでなく、市が関わることで、事業に参画し
やすいとの声。

★「鎌倉が推奨するウェディング」の認知度アップ★

市が、市内事業者サービスを使った地産地消型ウェディングを
推奨することで、関連事業者にビジネスチャンスのきっかけを与
える。

★市公共施設等のウェディング利用検討★

３ 市の役割を果たすために

★「鎌倉ウェディングサイト」の開設★

いつ？⇒Ｈ26.4.1～を目標

誰に？⇒ウェディング（アニバーサリー含む）を予定している人

何を？⇒①「幸せを応援するまち 鎌倉」

・市内各所で行われているウェディングの様子

・市長のお祝いメッセージの様子

・市の取組み紹介

②「鎌倉が推奨するウェディング」

・市内の式場や披露宴会場、引き出物などの紹介

・モデルプランの紹介

・市公共施設でのフォトウェディング等の紹介

③ウエディングプランナーの紹介
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４ 市の役割を果たすために（長期的視点）

★市公共施設等のウェディング利用検討★

旧華頂宮等、歴史的?建造物を活用したウェディングは、

プレミア感があり、ニーズもあるとの事業者の声。

しかも、市としても、今後、活用について検討したい。

しかし、今は…、

建築用途、耐震化、条例整備、地域住民調整等の課題

⇒順次、課題を解決して、「鎌倉が推奨するウェディング」

の柱にしていきたい。３はそのための準備でもある。

５ サイト運営方法

★サイトの制作・運営を一括で委託★

イニシャル、ランニングに係る費用はすべて、受託事業者がイベ
ント協賛金、広告収入等で調達するものとし、市は費用を負担し
ない。（例 市民便利帳）

※公募を行い、事業者の選定を行う。

※協定期間は3年とし、4年目以降は再度公募を行う。

-145-



６ 全体スケジュール

★「鎌倉ウェディング」サイト

「幸せを応援するまち 鎌倉」ＰＲ
・市内各所で行われているウェディングの様子
・市長のお祝いメッセージの様子
・市の取組み紹介（市公共施設等の検討等）

「幸せを応援するまち 鎌倉」ＰＲ
・市の取組み紹介（市公共施設等の利用開始！）
・市内各所で行われているウェディングの様子
・市長のお祝いメッセージの様子

「鎌倉が推奨するウェディング」ＰＲ
・市内の式場や披露宴会場、引き出物などの紹介
・モデルプランの紹介
・市公共施設でのフォトウェディング等の紹介

「鎌倉が推奨するウェディング」ＰＲ
・市公共施設でのオリジナルウェディングの紹介
・市内の式場や披露宴会場、引き出物などの紹介
・モデルプランの紹介

★市公共施設等のウェディング利用検討

市公共施設の利用に関する検討
課題解決

市公共施設の活用開始

市公共施設の利用が始まって、
「鎌倉ウェディング」の
キラーコンテンツとして

世に送り出して、
この事業は完結するでは。

資料 事業推進方法の考察経過

委託
内容

メリット デメリット

HP
のみ

■委託先を限定しない。

各ウエディングプランナーが、委託先を解せず、直接
市と施設等の使用の交渉ができる。（市内の鎌倉を中
心にやっているプランナーにとってはこの方がやりや
すいかと）事業の主体が各事業者となることで、それ
ぞれの事業者が自主性をもって鎌倉ウエディングを
進めてくれるのでは。

■運営を市が管理できる
■スピード感を持てる

■市の負担が大きい。
→個々のプランナーが施設の利用等について施設所管

課を訪ねるのか。施設所管課の了承を得なければならな
い。

■運営経費（人件費等）が市にかかる
■運営主体の問題が出てくる。

HP
+

管理
運営

■市の負担は小さい。
→委託先と各施設所管課との連携が必要。
窓口が一元化されていることで、交通整理がしやすい。

（鎌倉市内での挙式が慣れていないプランナーにとっ
てはこちらの方がやりやすいかと）

■市側の負担が少なくて済む（人件費等）
■スピード感を持てる
市のかかわりが後方支援（後ろ盾としての存在、施設
の提供）に回ることで事業者が自由に進めていくこと
が出来る。

■委託先が限定される。
→事前に委託先の打診が必要。
市の鎌倉ウエディングの意向に沿える委託先でないと。

協定内容などより細かく詰める必要がある。

■市の管理は少なくなる
（但し、委託内容を明確にすることと、委託先の選定さえう
まくいけばある程度は可である）
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4-4 超小型モビリティの 

試験導入(資料) 
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超小型モビリティの活用に向けた実証実験の実施について

日産自動車株式会社とのEV試乗会＆ワールドカフェ開催（２０１２．１１．２３）

EV（超小型モビリティ）を試乗して感じたこと、鎌倉での活用方法、
EVにより鎌倉のまちはどうかわるのかについて議論し、その可能性を検討

少子高齢化社会のまちづくり

安全・安心まちづくり

低炭素型まちづくり

高齢者の移動手段の確保
（郊外型分譲地では、高齢化率４５％の場所が複数存在）

子育て世代の移動手段
（自転車の２人乗り・多発する事故）

災害時の移動手段の確保
（ガソリン車、電気自動車等、ﾊﾞﾗﾝｽのとれた公用車の配置）

安全な走行ツールの確保
（狭あいな道路が多い鎌倉のスケールにあった移動ツール）

CO2排出量削減・エネルギーの多様化確保

渋滞の緩和（観光振興・流通改善・買い物便利）

地域内移動の活性化による効果
地域経済の活性化

超小型モビリティ導入に向けた実証実験の概要（案）

各視点に沿った形でモデル事業を展開し、将来の導入及び導入促進を行政計画に位置付けるた
めの基礎データ収集を行う

公用車として超小型モビリティを１台導入（日産自動車から無償貸与：９月末から１．５ヶ月程度）

史跡パトロール、道路パトロール、その他現場調査等に活用

休日等（市役所で使用しない日等）に試乗会を開催

駅から離れた共同住宅でのカーシェアリング、高齢化の進む住宅地での移動手段としての活用、
訪問介護・地域の見守り等の活用の可能性を検証
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超小型モビリティ試験導入運行結果報告書  

 

平成２６年３月２８日  

 

関東運輸局長  

原   喜  信  様  

 

申請者の氏名又は名称  

鎌倉市  市長  松  尾   崇    ㊞  

住  所  

鎌倉市御成町１８番１０号  

 

 

 平成２５年１２月１２日付、関自技第３４７５号で道路運送車両の保安基

準第５５条第１項に基づく認定を受けた、下記の超小型モビリティについて、

試行導入期間が終了したため、運行結果を報告いたします。  

 

 

記  

 

１ 車名及び型式       ルノー・Ｙ０９ 

 

２ 種別及び用途       軽自動車・乗用 

 

３ 車体の形状        箱型 

 

４ 車台番号（又は製造番号） 国０４９５８８ 

 

５ 使用の本拠の位置     神奈川県鎌倉市御成町18-10 

 

６ 運行地域         神奈川県鎌倉市 

 

７ 運行期間         平成２６年１月１４日から平成２６年２月１４日 

 

８ 運行結果 

 ⑴ 概要 

   本市の狭隘な道路事情や市民の高齢化に伴い、より安全安心な移動手段として、

また、環境負荷の軽減の推進の観点から、行政(市役所職員)、市民（交通不便地域

住民）、事業者（訪問医療・看護事業者）による超小型モビリティ試行導入を実施し

た。 

1 
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それぞれの試乗主体ごとのアンケート等により、公道走行時の交通や歩行者への

影響、走行の安全性、将来の公道走行における課題等について、広く意見を聴取し

た。 

運行期間中の事故、交通法規制等関係法例に関する違反事例の発生は無く、また

運行に伴う市民・事業者等からの苦情・意見等も無く、事前の安全運転講習の内容

が十分に生かされた結果となった。 

運行期間中、車両に不具合が発生することも無く、今回の試行導入において、問

題点として特記すべき事項は見当たらない。 

⑵ 意見集約の方法

ア 行政（市役所職員）による公用車試行導入においては、超小型モビリティの導

入可能性や使用者としての運転時の感想、今後の課題として気付いたポイントを、

運転終了時に運転日誌にコメントとして記述した。 

イ 市民（交通不便地域住民）のモニタリング走行では、試乗アンケート（別添ア

ンケート票参照）により意見を聴取した。 

ウ 事業者（訪問医療・看護事業者）については、市役所職員と同様に運転日誌に

コメントとして記述した。 

⑶ 運行期間中のヒヤリハット事例

事前の安全運転講習会（行政及び事業者を対象に実施）や市民試乗モニターへの

試乗前説明において、あらかじめ想定されるヒヤリハット地点の情報提供（認定申

請書に添付したヒヤリハット地点一覧の確認）を確実に実施したこともあり、幸い

にも、ヒヤリハットの具体的事象は発生しなかった。 

  しかし、乗車コメント及びアンケートによる個別意見として、 

・エンジン音がしないため、歩行者に気づかれない。狭い道路における歩行者の飛

び出しに注意。 

・音が小さく、歩行者への注意喚起が必要。 

といった意見が示された。 

⑷ 運行実績記録（総走行距離 １９０㎞）

※２月８日（土）の大雪後は積雪が大量に残り走行に適さないな状況となった。

ア 市公用車試行導入 

実施方法：鎌倉市役所職員が公用車として使用（延べ２２名） 

実施場所：鎌倉市全域 

実施期間：平成２６年１月１４日（月）～２月１４日（木） 

走行距離：７６㎞ 

イ 交通不便地域住民モニタリング 

  実施方法：狭隘な道路状況等による交通不便地域での住民試乗 

2 
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  実施場所：１日目 鎌倉市浄明寺（別添エリア図①参照） 

２日目 鎌倉市二階堂（別添エリア図②参照） 

実施期間：１日目 平成２６年１月２５日（土）１０時～１５時 

２日目 平成２６年１月２６日（日）１０時～１５時 

  走行距離：９５㎞（１日目 ５８㎞、２日目 ３７㎞） 

ウ 訪問看護事業者モニタリング 

  実施方法：訪問医療・看護専門診療所「ドクターゴン鎌倉診療所」において、

看護師の巡回に試行導入 

実施場所：鎌倉市全域 

実施期間：平成２６年２月１日（土）９時３０分～１５時 

走行距離：１９㎞ 

⑸ 添付書類

  ア 運転日誌（行政及び訪問医療事業者） 

イ 公用車乗車コメント集計結果 

ウ 町内会アンケート集計結果 

９ 考察 

  今後の急速な高齢化の進展を考慮すると、公共交通の充実とともに、安全・安心な

移動環境の整備は本市にとって極めて重要な課題である。また、年間１９００万人を

超える観光客が訪れる観光としてとして、慢性的な渋滞の解消、環境への負荷軽減も

喫緊の課題である。 

 今回は、「鎌倉市超小型車試行導入事業構想（案）」の策定に向けた先行トライアル

事業と位置付け、市公用車としての利活用の可能性及び、観光資源・域内移動手段確

保の観点から交通不便地域の住民や訪問医療事業者へのモニタリングを実施した。 

 市公用車の試行導入及び訪問医療事業者モニタリングでは、鎌倉市特有の谷戸の狭

隘かつ坂道の多い道路事情での、有効活用の可能性を確認するとともに、市域の広く

ない本市での使用に際しては、１回の充電で十分な電池容量があり、実質的な導入の

可能性を確認することができた。 

 また、交通不便地域における住民モニタリングでは、買い物・通院や幼稚園の送迎

等といった日常移動ツールとして活用が期待できるといった、生活者目線での多くの

市民意見を確認することができ、先行トライアル事業として多くの成果が得られたも

のと考えている。 

 現在、県内の近隣市においても超小型モビリティの公道実証実験の取組みが進めら

れているところであり、今回の本市での試行導入結果を踏まえて、他自治体等での実

験結果も参考としながら、今後の超小型車導入事業構想（案）策定等への取組みを検

討していきたいと考えている。 

3 
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